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市
で
は
、
宅
地
内
に
雨
水
の

「
浸
透
ま
す
」
や
「
貯
留
タ
ン

ク
」
を
設
置
す
る
場
合
、
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
＝
表
＝
。

こ
の
助
成
は
、
家
庭
の
雨
水

を
宅
地
の
外
に
な
る
べ
く
出
さ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
ま

ち
全
体
の
雨
水
の
流
出
量
を
抑

制
し
て
い
こ
う
と
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

浸
透
ま
す
は
、
地
面
を
掘
っ

て
小
さ
な
穴
が
た
く
さ
ん
あ
る

ま
す
を
入
れ
、
そ
の
周
辺
に
砕

石
を
埋
め
た
も
の
で
、
屋
根
の

雨
ど
い
か
ら
直
接
つ
な
げ
て
、

雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
ま
す
。

全
世
帯
が
浸
透
ま
す
（
１
時

間
当
た
り
１
６
０
０
�
を
浸
透

さ
せ
る
タ
イ
プ
）
を
設
置
し
た

場
合
、
学
校
の
プ
ー
ル
約
９
９

２
杯
分
の
雨
水
を
宅
地
内
に
浸

透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

浸
透
ま
す
の
設
置
は
、
家
庭
で

で
き
る
雨
水
対
策
と
し
て
非
常

に
効
果
的
な
方
法
と
い
え
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
本
館
・

分
館
案
内
、
地
区
事
務
所
、
連

絡
所
で
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

浸
透
ま
す
や
貯
留
タ
ン
ク
の

助
成
に
つ
い
て
は
、
個
人
で
の

申
し
込
み
は
も
ち
ろ
ん
、
自
治

会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
で
ま
と
ま
っ
て
浸

透
ま
す
や
貯
留
タ
ン
ク
を
設
置

す
る
と
、
低
地
へ
の
雨
水
集
中

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
浸
水
被

害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

市
で
は
、
地
元
説
明
会
や
専

属
の
普
及
促
進
員
に
よ
る
個
別

訪
問
に
加
え
、
自
治
会
の
勉
強

会
へ
の
職
員
派
遣
な
ど
も
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
住
む
ま
ち
を

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

日本文化講座 夏をゆかたで楽しもう
日時 ７月12・19日午後７時～９時
会場 万代市民会館　参加費 300円
内容 着物の話、浴衣の着付け
対象 市内在住・在勤・在学の35歳以下
先着20人
申し込み 市青年の家（会場内�246-77
11）へ

電話加入権の公売
日時 ６月20日午前10時から
会場 市役所本館501会議室
持ち物 印鑑
※入札により公売、買受代金は当日午前
11時までに現金で納めてください
問い合わせ 納税課（�内線2366）へ

東総合スポーツセンター

親子で遊ぼう！ 親子遊戯教室
日時 ６月23日午前10時～11時半
内容 リズム体操、器具を使った遊び、
ほか　対象 幼児と親
申し込み 当日直接同センターへ
問い合わせ 同センター（�272-5150）へ
※親のみ入場料200円必要

市役所周辺駐車場案内
市役所本館および分館の駐車場が混雑

している場合は、白山公園または陸上競
技場の駐車場を利用してください。
※市役所の用務での利用は、市役所駐車
場と同じ取り扱いとなります
�６月下旬までに周辺駐車場の混雑が予
想される日

期　日 時間帯 期　日 時間帯

18、20～22 夜 27 夜

25 午後 28～30 午後・夜

浸
水
被
害
の
な
い
安
全
な
暮
ら

し
が
で
き
る
ま
ち
に
し
て
い
く

た
め
に
、
地
域
全
体
で
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
業
務
課

（
�
内
線
２
９
７
６
）
へ

市
で
は
、
２
年
続
き
の
集
中

豪
雨
を
踏
ま
え
、
地
域
的
な
緊

急
対
策
と
し
て
、
臨
港
ポ
ン
プ

場
と
大
山
ポ
ン
プ
場
の
排
水
能

力
を
増
強
し
ま
し
た
。

今
年
の
梅
雨
入
り
に
備
え
て
、

両
ポ
ン
プ
場
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

水
中
ポ
ン
プ
を
２
台
増
設
。
５

月
末
に
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

各
ポ
ン
プ
場
の
排
水
能
力
は
、

１
秒
当
た
り
３
・
６
立
方
�
が

約
４
・
６
立
方
�
に
な
り
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
管
理
セ

ン
タ
ー
（
�
２
８
１
・
９
０
６

０
）
へ

�第９回ポートクイーン新潟
� 
決定��第９回ポートクイーン新潟

� 
決定�

み
な
と
ま
ち
新
潟
の
親
善
大

使
と
し
て
活
躍
す
る
、
第
９
回

「
ポ
ー
ト
ク
イ
ー
ン
新
潟
」
が

決
定
し
ま
し
た
。

新
し
い
ポ
ー
ト
ク
イ
ー
ン
に

な
っ
た
の
は
、
78
人
の
応
募
者

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、
今
井
ひ

ろ
み
さ
ん
（
19
、
白
根
市
）
、

橋
本
享
代
さ
ん
（
24
、
豊
栄
市
）、

本
間
友
美
さ
ん
（
24
、
新
発
田

市
）
の
３
人
で
す
。

こ
の
３
人
は
、
今
月
い
っ
ぱ

い
新
潟
の
歴
史
や
観
光
、
物
産

な
ど
の
研
修
を
受
け
た
後
、
来

月
か
ら
１
年
間
、
全
国
各
地
で

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
や
新
潟

で
開
か
れ
る
公
式
行
事
な
ど
に

参
加
し
ま
す
。

市
民
外
交
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
「
水
の
都
に
い
が
た
」
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
活
躍
す
る
３

人
を
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ

い
。

今
井
ひ
ろ
み
さ
ん

趣
味
は
写
真
と
い
う
今
井
さ

ん
は
、
日
本
海
に
沈
む
夕
日
を

写
す
の
が
大
好
き
。
「
新
潟
の

代
表
と
し
て
、
夕
日
や
四
季
の

美
し
さ
な
ど
、
優
し
さ
や
温
か

さ
を
持
っ
て
、
相
手
に
う
ま
く

伝
わ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

橋
本
享
代
さ
ん

将
来
は
、
自
分
自
身
で
家
を

建
て
る
こ
と
が
夢
と
い
う
橋
本

さ
ん
。
「
大
好
き
な
新
潟
の
自

然
・
風
土
を
た
く
さ
ん
の
人
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
、
新
潟
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
協
力
で
き
た

ら
」
と
力
強
く
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

本
間
友
美
さ
ん

「
県
外
の
人
と
の
出
会
い
が

楽
し
み
」
と
い
う
本
間
さ
ん
。

「
新
潟
の
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
の

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
、
８
月
26
・

27
日
に
「
ペ
ー
パ
ー
・
ム
ー
ン
」

を
上
演
し
ま
す
。

同
作
品
は
、
ラ
イ
ア
ン
・
オ

ニ
ー
ル
、
テ
イ
タ
ム
・
オ
ニ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル�
ペ
ー
パ
ー
・
ム
ー
ン
��

市
と
新
潟
国
道
工
事
事
務
所

な
ど
で
は
「
名
橋
万
代
橋
と
新

潟
ま
つ
り
大
花
火
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
民
の

生
活
を
支
え
る
大
動
脈
と
し
て

の
役
割
を
担
う
万
代
橋
を
、
新

潟
の
夜
空
が
一
年
中
で
最
も
華

や
か
に
彩
ら
れ
る
新
潟
ま
つ
り

大
花
火
大
会
の
時
に
、
撮
影
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

20
世
紀
最
後
の
記
念
す
べ
き

年
に
、
静
と
動
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
描
き
出
す
一
瞬
の
輝
き
を

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
に
収
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

入
賞
作
品
は
、
市
内
各
所
に

展
示
す
る
予
定
で
す
。
素
晴
ら

し
い
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

万
代
橋
と
新
潟
大
花

火応
募
規
定

①
万
代
橋
と
新
潟

ま
つ
り
大
花
火
大
会
を
１
枚
の

写
真
に
撮
影
②
サ
イ
ズ
は
四
つ

切
り
③
今
年
撮
影
し
、
本
コ
ン

テ
ス
ト
以
外
に
発
表
し
な
い
作

品
④
入
賞
作
品
の
版
権
は
新
潟

国
道
工
事
事
務
所
に
帰
属

賞

▽
最
優
秀
賞
（
１
点
）
…

賞
金
10
万
円
▽
優
秀
賞
（
２
点
）

…
賞
金
５
万
円
▽
特
別
賞
（
２

点
）
…
賞
金
３
万
円
▽
佳
作

（
５
点
）
…
賞
金
１
万
円

申
し
込
み

８
月
31
日（
必
着
）

ま
で
に
作
品
の
裏
面
に
、
題
名
、

コ
メ
ン
ト
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
年
齢
、
職
業
を
記
入

し
た
紙
を
張
り
、
中
蒲
原
郡
亀

田
町
亀
田
工
業
団
地
２
・
３
・

４
、
北
陸
建
設
弘
済
会
内
「
万

代
橋
と
新
潟
大
花
火
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
事
務
局
（
�
３
８

１
・
１
１
６
０
）
へ

本
コ
ン
テ
ス
ト
の
撮
影
場
所

と
し
て
、
万
代
橋
下
流
橋
工
事

現
場
の
築
島
を
70
人
に
提
供
し

ま
す
。

築
島
は
水
面
か
ら
約
３
�
の

高
さ
に
あ
り
、
万
代
橋
の
背
後

に
花
火
が
あ
が
る
絶
好
の
撮
影

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

平
成
12
年
度
末
に
は
撤
去
を

予
定
し
て
お
り
、
築
島
か
ら
撮

影
す
る
最
初
で
最
後
の
機
会
と

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み

７
月
21
日（
必
着
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
職

業
を
記
入
し
、
同
コ
ン
テ
ス
ト

事
務
局
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
。
同

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
作
品
応
募
が

条
件
と
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

街
づ
く
り
推
進

課
（
�
内
線
２
８
２
７
）
へ

こ
と
、
新
潟
が
持
っ
て
い
る
た

く
さ
ん
の
可
能
性
を
、
多
く
の

人
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

開
演
、
27
日
午
後
２
時
開
演

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
劇
場

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
８
０
０
０

円
、
Ａ
席
６
０
０
０
円
、
Ｂ

席
４
０
０
０
円
　
※
６
月
24

日
か
ら
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
お
よ

び
市
内
の
主
な
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
で
発
売

問
い
合
わ
せ

り
ゅ
ー
と
ぴ

あ
チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
�
２
２
４
・
５
５
２
１
）

へ

ル
親
子
が
主
演
し
、
大
ヒ
ッ
ト

し
た
映
画
を
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

と
し
て
舞
台
化
し
た
も
の
で
す
。

突
然
の
事
故
で
母
を
亡
く
し

た
11
歳
の
少
女
ア
デ
ィ
と
、
母

親
の
葬
儀
に
現
れ
た
中
年
男
モ

ー
ゼ
の
ふ
た
り
が
主
人
公
。
詐

欺
同
然
の
手
口
で
聖
書
を
売
り

歩
く
モ
ー
ゼ
と
、
そ
ん
な
モ
ー

ゼ
を
手
助
け
す
る
お
し
ゃ
ま
な

ア
デ
ィ
の
旅
が
始
ま
り
ま
す
。

モ
ー
ゼ
役
は
、
ジ
ュ
リ
ー
こ

と
沢
田
研
二
さ
ん
が
、
ア
デ
ィ

役
を
田
畑
亜
弥
さ
ん
が
演
じ
ま

す
。
歌
と
芝
居
と
踊
り
い
っ
ぱ

い
の
舞
台
は
、
ジ
ュ
リ
ー
の
魅

力
満
載
で
す
。

心
温
ま
る
愛
と
夢
の
物
語
を
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
26
日
午
後
６
時
半

施
設
名

設置の仕方 助成額
（１基当たり）

助成限度額 備　考

浸
透
ま
す
―― 20,000円

助成額に
設置数を
掛けた額

設置場所にコンク
リートなど支障と
なるものがなけれ
ば自己負担なしで
設置可能（現場条
件などにより自己
負担が生じる場合
もあります）

貯
留
タ
ン
ク

単独で市販の
専用タンクを
設置

10,000円

１基分の額 設置費の一部

浸透ますと同時
に市販の専用タ
ンクを設置

20,000円

単独で個人製作
のタンクを設置 1,000円

浸透ますと同時
に個人製作のタ
ンクを設置

2,000円

ペ
ー
パ
ー
・
ム
ー
ン

新
し
い
ポ
ー
ト
ク
イ
ー
ン
の
３
人
。
右
か
ら
今
井
さ
ん
、
橋

本
さ
ん
、
本
間
さ
ん

企 画 力 養 成 講 座
日時 ７月１・８日午前10時～午後６時
会場 新潟ソフトウェアセンター（上所2）
内容 プランナーの条件、アイデア発想
法、企画書作成演習、ほか
定員 先着20人　参加費 10,000円
申し込み 新潟インダストリアルプロモ
ーションセンター（商工振興課内�224-
0550）へ

児 童 セ ン タ ー
申し込み �は同センター（万代市民会
館内�246-7711）へ、�は当日直接同セ
ンターへ　※月曜休館、幼児は保護者同伴
�親子一輪車講習会１・２・３（初心者）
日時 ７月２日午前10時15分～11時半
対象 小学１年～３年生先着15人と保護
者
�幼児ルーム「七夕会」
日時 ７月５日午前10時半～11時半
対象 １歳半以上の未就園児と保護者
�工作教室「紙を染めて・うちわつくり」
日時 ７月８日午後１時半～３時半
対象 小学生・幼児先着25人
参加費 200円
�赤ちゃんルーム「作って遊ぼう」
日時 ７月12日午前10時半～11時半
対象 １歳前後の幼児と保護者
�こどものつどい「ドリームコンサート」
日時 ７月23日午後１時半～３時
対象 小学生・幼児先着50人

こ ど も 創 作 活 動 館
申し込み 同館（�279-2113）へ　※月
曜休館。幼児は保護者同伴
�たなばたかざり
日時 ７月２日午前10時～11時半
内容 七夕飾り作り　参加費 100円
対象 ４歳～中学生先着20人
�Ｍｒ.土屋の「きれいな壁飾り」と
「ヒョコタンカー」
日時 ７月２・16日午後１時半～３時
対象 小学１年～中学生先着20人
参加費 200円


